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ぎ
た
意
見
な
ど 

 
 

 

ま
た
民
進
党 

連
合
推
薦
が
得 

ら
れ
な
か
っ
た 

反
げ
ん
ぱ
ｔ 

                 

 
 

        
 

              

会
議
の
一
日
目
は
、
参
院
選
の
総
括
と

「
た
し
ろ
か
お
る
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の 

取
り
組
み
で
、
現
役
と
Ｏ
Ｂ
会
と
の
関
係
や

連
携
を
巡
っ
て
の
意
見
や
、
選
挙
活
動
へ
の

攻
撃
に
過
敏
に
な
り
過
ぎ
た
意
見
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
民
進
党
に
対
し
て
は
、
連
合
推
薦
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
反
原
発
の
候
補
者
を
変

更
し
た
民
進
党
に
対
す
る
不
信
感
が
、
敗
北

の
原
因
だ
と
す
る
地
方
か
ら
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。 

17
時
半
か
ら
は
、
会
場
を
移
し
て
４
つ

の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
盃
を
か
わ
し
な
が

ら
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
一
年
ぶ
り
の
再
会

に
喜
び
合
う
人
も
い
て
交
流
会
は
大
い
に 

                 

     

 

  

 

            

盛
り
上
が
り
、
そ
の
中
を
田
城
さ
ん
も
元
気

に
交
流
を
し
て
い
ま
し
た
。 

   

会
議
の
二
日
目
は
９
時
に
再
開
さ
れ
、
各
単

組
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

報
告
さ
れ
た
内
容
は
、「
青
年
部
委
員
会

に
招
か
れ
、
若
い
組
合
員
と
交
流
を
し
た
」、

「
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
沖
縄 

県
民
と
連
帯
す
る
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
」、「
リ

ニ
ア
新
幹
線
に
反
対
し
て
裁
判
で
闘
っ
て

い
る
」、「
稼
ぐ
政
策
を
進
め
る
会
社
の
強
制

転
勤
に
反
対
し
て
い
る
現
役
を
応
援
し
て

い
る
」、「
貨
物
問
題
は
Ｏ
Ｂ
自
ら
の
課
題
で

も
あ
る
」
な
ど
で
、
各
単
組
Ｏ
Ｂ
会
の
闘
い

や
課
題
な
ど
が
鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
は
も
っ
と
Ｏ
Ｂ
会
活
動
や
闘
い
を 

            

                   

  報
告
し
合
い
、
連
携
を
強
め
て
行
く
事
を

確
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
今
回
の
拡
大
幹
事
会
で
、
Ｊ
Ｒ
総
連

Ｏ
Ｂ
連
絡
会
結
成
以
来
、
長
年
役
員
を
務
め 

て
こ
ら
れ
た
川
端
実
副
会
長
（
Ｊ
Ｒ
貨
物
労

組
Ｏ
Ｂ
会
）
と
佐
藤
有
二
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
北
海

道
労
組
Ｏ
Ｂ
会
）
が
退
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
会
議
で
座
長
を
務
め

た
田
中
副
会
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
労
Ｏ
Ｂ
会
）
も

退
任
し
ま
し
た
。 

      

Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
は
９
月
27
・
28
日
の
両
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ド
で
拡
大
幹
事
会
を
開
催
し
、
先
の
参
議
院
選
挙
の

総
括
と
各
単
組
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
報
告
を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

こ
の
拡
大
幹
事
会
に
は
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
高
木
副
委
員
長
、
柳
書
記
長
、
永

島
政
治
部
長
（
Ｏ
Ｂ
担
当
）
と
、
新
し
く
政
治
政
策
局
長
の
任
務
に
つ
い
た

田
城
郁
氏
が
参
加
し
ま
し
た
。 

ま
た
日
本
退
職
者
連
合
か
ら
は
、「
全
国
高
齢
者
集
会
」
の
準
備
で
忙
し
い

阿
部
会
長
が
駆
け
つ
け
て
、
温
か
い
激
励
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
拡
大
幹
事
会
は
、
従
来
の
「
総
会
」
に
代
わ
る
会
議
と
し
て
昨
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
各
単
組
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
者
３
名
（
Ｊ
Ｒ
東
労

組
Ｏ
Ｂ
会
は
５
名
）
と
各
単
組
の
Ｏ
Ｂ
担
当
者
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

     

 
 
 
 

         

          

9月 28日 13 時より都内の文京シビックホー 

        ルで、「2016 全国高齢者集会」が1800名の参 

        加者で開催されました。ＪＲ総連ＯＢ連絡会は、 

        前日からの拡大幹事会に出席した参加者と、首都 

圏から参加した東労組ＯＢ会の仲間総勢 60 名で 

参加しました。 

来賓には、連合の神津会長、民進党の野田幹事長、社民党の福島

副党首らが参加しました。 

集会では社会貢献活動として、千葉地本ＯＢ会の相川好夫さんが

白い制服制帽を着用した観光駅長姿で、36年間の「花嫁街道ボラン

ティア活動」を報告しました。この様な大きな集会の壇上に、ＪＲ

総連ＯＢ連絡会の仲間が登場するのは初めてで、応援に駆け付けた

地元千葉地本ＯＢ会の仲間を始 

め大勢の参加者から大きな拍手 

を浴びていました。 

集会終了後は、水道橋近くの 

西神田公園まで横断幕を掲げ、 

大きな声でシュプレヒコールを 

しながらデモ行進をしました。 

 

 

 

  
千葉地本ＯＢ会の相川氏が 

 「全国高齢者集会」で活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
が 

  
 

拡
大
幹
事
会
を
開
く 

 

各
単
組
Ｏ
Ｂ
会
と
の
交
流
を
深
め
、
連
携
強
化
を
確
認 

2016年度新役員体制 
 会 長  大熊 勝明 
       （東労組ＯＢ会） 
 副会長  藤原 博之 
      （貨物労組ＯＢ会） 
 事務長  伊藤 義男 
       （東労組ＯＢ会） 
 幹 事  武川 隆二 
      （北海道労組ＯＢ会） 
 幹 事  福島 一三 
       （東海労ＯＢ会） 
 幹 事  文中  恵 
        （西労ＯＢ会） 
 幹 事  中村 靖治 
      （貨物労組ＯＢ会） 
（ＯＢ担当 永島 守政治部長） 

 

 

 ＪＲ総連ＯＢ連絡会の「2016年度拡大幹事会」 

厳
し
い
意
見
も 

も
っ
と
連
携
を
強
め
よ
う 

報告する相川さん 



 
 

     
 
 
 
 

                  

 

                

 

 

                                      

                                        

                                         

                                

今
回
は
東
京
支 

部
Ｏ
Ｂ
会
の
通
称 

「
デ
ブ
さ
ん
」
こ 

と
田
岡
耕
司
さ
ん 

を
紹
介
し
ま
す
。 

田
岡
さ
ん
は
、
東
京
電
車
区
分
会
の 

Ｏ
Ｂ
会
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、 

鎌
倉
市
に
居
住
さ
れ
、
地
域
の
自
然
保 

護
活
動
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。 

退
職
後
、
鎌
倉
中
央
公
園
を
中
心
に 

里
山
の
生
態
系
を
守
る
「
山
崎
・
谷
戸 

の
会
」
に
入
り
、
田
畑
や
山
仕
事
、
植 

物
育
成
、
野
鳥
昆
虫
小
動
物
な
ど
の
生 

       

息
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。 

特
に
、
小
学
生
の
環
境
学
習
の
お
手
伝

い
で
は
、
田
植
え
、
草
取
り
、
稲
刈
り
、

脱
穀
な
ど
、
ご
飯
が
子
供
達
の
口
に
入
る

ま
で
の
一
連
の
取
り
組
み
を
指
導
し
て
い 

   

ま
す
。
楽
し
そ
う
に
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
作

業
を
す
る
子
供
達
を
見
守
る
デ
ブ
さ
ん
の

目
は
、
ま
る
で
自
分
の
孫
を
見
つ
め
る
よ

う
な
優
し
い
目
付
き
で
す
。 

会
は
７
つ
の
班
に
分
か
れ
、
古
く
か
ら 
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こ
の
地
で
暮
ら
し
て
き
た
農
家
の
方
か
ら
手
ほ

ど
き
を
受
け
、
日
々
学
ん
で
い
ま
す
。 

会
員
の
中
に
は
、
植
物
、
昆
虫
、
小
動
物
な

ど
の
自
称
「
博
士
」「
先
生
」
達
が
一
杯
い
ま 

 
 

 
 

 

す
。
そ
の
中
で
田
岡
さ
ん
は
カ 

メ
ラ
の
腕
を
買
わ
れ
て
記 

録
係
を
担
い
、
か
つ
て
組 

合
活
動
で
培
っ
た
聞
く
事 

 
 

 
 

 
 

 

や
話
す
事
、
ま
と
め
る
事
な 

ど
の
経
験
が
役
立
っ
て
い
る
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
３
月
に
は
南
相
馬
市
の
「
命
を
守
る
防

潮
堤
づ
く
り
」
に
も
仲
間
を
誘
っ
て
行
き
植
樹
を

し
て
き
ま
し
た
。 

（
鎌
倉
市
在
住
・
田
岡
耕
司
・
75
歳
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  

 

 

   

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

東京地本ＯＢ会 

 

 
   

 

 

東
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
３
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
９

月
13
日
13
時
よ
り
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
の
大

会
議
室
で
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
の
交
流
会
は
、
東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が

準
備
し
、
水
戸
、
千
葉
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
も

大
勢
参
加
し
て
、
会
場
は
約
90
名
近
い
人
達

で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。 

第
一
部
の
交
流
会
は
、
準
備
地
本
の
Ｏ
Ｂ
会

長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
来
賓
の
本
部
Ｏ
Ｂ
会

長
、
東
京
地
本
副
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
連
合

加
盟
の
日
本
海
員
組
合
が
作
成
し
た
「
海
な
お

深
く
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

し
た
劇
団
文
化
座
の
佐
々
木 

愛
さ
ん
か
ら
、

約
１
時
間
に
亘
っ
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

  

日
本
海
員
組
合
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
で 

         

 
 

    

多
く
の
船
員
の
人
命
を
失
っ
た
経
験
か
ら
、
今

年
の
１
月
29
日
に
「
民
間
船
員
を
予
備
自
衛

官
と
し
て
活
用
す
る
事
に
は
断
固
反
対
す
る
」

と
声
明
を
発
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
２
月
に

は
、
北
朝
鮮
の
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
実
験
の

落
下
に
備
え
、
自
衛
隊
を
民
間
フ
ェリ
ー
で
石 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

日
本
退
職
者
連
合
が
８
月
30
日
、
午
後
か 

ら
連
合
会
館
で
年
金
の
学
習
会
を
開
き
ま

し
た
。
こ
の
学
習
会
に
は
中
央
の
産
別
・
関

連
退
職
者
連
合
と
地
方
退
職
者
連
合
な
ど

か
ら
、
約
90
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は
５
名
が
Ｊ

Ｒ
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
６
名
の
仲
間
と
共

に
、
こ
の
学
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
学
習
会
の
講
師
に
は
、
厚
生
労

働
省
年
金
局
年
金
課
の
日
向
寺
裕
芽
子
課

長
補
佐
が
招
か
れ
、
「
持
続
可
能
な
公
的
年

金
制
度
に
お
け
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

の
在
り
方
と
は
」
と
題
し
て
、
資
料
と
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
親
切
に
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

学
習
会
の
内
容
は
、
「
年
金
制
度
の
全
体

像
」、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
仕
組
み
」、

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
課
題
」、「
将
来

世
代
も
見
据
え
た
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

の
在
り
方
」、「
今
後
の
課
題
と
展
望
」
に
つ

い
て
で
し
た
。 

こ
の
学
習
会
に
参
加
し
た
11
名
か
ら
、
質

問
や
意
見
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

主
な
意
見
は 

① 

１
０
０
年
安
心
と
云
っ
て
改
正
し

た
年
金
制
度
は
、
10
年
で
危
機
を
向

か
え
て
い
る
が
、
大
丈
夫
か
。 

② 

キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
と
か
横
文
字

が
多
過
ぎ
る
。
日
本
語
で
何
と
云
う

の
か
、
実
効
性
も
あ
る
の
か
。 

③ 

今
の
年
金
制
度
は
、
団
塊
世
代
が
い

な
く
な
れ
ば
安
定
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
か
。 

 

な
ど
で
し
た
。 

                      

 

垣
島
な
ど
へ
移
動
さ
せ
よ
う
と
し
た
行
動
に
反

対
し
、
そ
の
輸
送
作
業
を
拒
否
し
ま
し
た
（
国

は
別
な
方
法
で
輸
送
し
た
）。 

  

以
前
東
労
組
の
「
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
講
演

し
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
「
中
国
・
南
京
研

修
」
に
参
加
し
た
り
、
昨
年
は
各
地
本
の
集
会

で
「
千
羽
鶴
」
の
公
演
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。 

ま
た
佐
々
木 

愛
さ
ん
は
、
「
下
町
９
条

連
」
の
代
表
と
し
て
平
和
活
動
で
も
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。 

更
に
来
年
２
月
に
は
、
沖
縄
の
土
地
強
制

摂
収
に
反
対
し
た
闘
い
の
「命
ど
う
宝
」
の
公
演

準
備
を
し
て
い
る
と
の
事
で
、
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
る
会
員
も
多
く
い
ま
す
。 

今
回
の
交
流
会
は
、
自
民
党
に
よ
る
戦
争

政
策
に
反
対
す
る
海
員
組
合
の
闘
い
と
、
平

和
を
希
求
す
る
劇
団
文
化
座
の
佐
々
木 

愛

さ
ん
の
思
い
を
学
ぶ
交
流
会
で
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
若
い
劇
団
員
を
含
め
た
３

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
参
加
者
た
ち
で
、
和
気
あ
い
あ

い
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 
 

  

     

ま
た
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
か

ら
は
、
「
今
後
も
年
金
だ
け
で
生
活
で
き
る

の
か
」
「
規
制
改
革
会
議
の
会
長
に
な
る
大

田
弘
子
氏
が
、
民
営
化
す
る
と
発
言
し
て

い
た
が
、
公
的
年
金
制
度
は
守
れ
る
の
か
」

と
質
問
し
、
そ
れ
に
対
し
日
向
寺
裕
芽
子

課
長
補
佐
は
、
「公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
て

い
る
の
で
、
民
営
化
に
は
な
ら
な
い
」
と
明

言
し
、
参
加
者
を
安
心
さ
せ
ま
し
た
。 

退
職
者
連
合
は
、
今
後
も
機
会
が
あ

れ
ば
引
き
続
き
年
金
に
関
す
る
学
習
会

を
続
け
る
予
定
で
す
の
で
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

Ｏ
Ｂ
会
も
今
後
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
き
ま
す
。 

             

春
爛
漫
、
各
地
で
お
花
見 

 

組合カレンダー締切り日迫る！ 
   

◍ 今年から「ＪＲ東労組カレンダー」を、本部OB会 

費を納めた会員で希望する人に配布することになり 

ました。 
 

◍ 希望する人は、各地本ＯＢ会に申し込んで下さい。 
 
◍ 〆切りは、2016 年 10 月 31 日（厳守） 

 
 
 

 

熱く決意を語る「たしろかおる」議員と奥様 

里
山
守
る
デ
ブ
さ
ん 

 

 

東
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
３
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が 

 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
観
賞
と
講
演
で
交
流 

文
化
座
・
佐
々
木 

愛
さ
ん
が
「
海
な
お
深
く
」
を
語
る 

日
本
退
職
者
連
合
が 

「
年
金
問
題
に
関
す
る
学
習
会
」
を
開
く 

平和の思いを語る佐々木 愛さん 

海
員
組
合
の
闘
い
か
ら
学
ぼ
う 

佐
々
木 

愛
さ
ん
と
の
付
き
合
い 


